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古語で「遊び」は、「心身を実生活から解き放って熱中・陶酔すること」「狩猟・歌舞・酒宴を楽

しむこと」を意味し、決して否定されるものではありませんでした。それが現代では、「実生活

に対して有意義な働きをしていないこと」という極めて否定的な意味合いを持つ言葉に変わっ

てしまっています。

物質的豊かさに溢れる一方で、精神的豊かさが失われている今こそ、当社は企業活動を通

じて「遊びの解放」と「余暇文化の再生」を実現し、国民の健全で豊かな文化的生活に寄与し

ていきたいと考えています。

そのために、当社は、「遊び」の本質を捉え、その本質を具体化したサービスをお客様に提供

する複合型アミューズメント企業を目指し、さらなる成長を実現してまいります。

経営理念

「遊びを解放し、余暇文化を再生する」「遊びを解放し、余暇文化を再生する」

代表取締役社長　日野　洋一

そのために

「遊び」の本質を追求したサービスを提供する

複合型アミューズメント企業を目指し

さらなる成長を実現してまいります
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金融機関 証券会社 その他法人 外国人法人 個人その他

会社概要：東証マザーズ（2404）　2005/2末現在

日野洋一　41.30％、日本ﾄﾗｽﾃｨ・ｻｰﾋﾞｽ信託銀行6.34％、松井証券2.21％

アトラス1.74％、大阪証券金融1.48％、ﾕｰｽﾞ　ﾋﾞｰｴﾑﾋﾞｰ　ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ1.35％
株 主 構 成

86名（中間期末アルバイト826名）従 業 員 数

代表取締役社長 日野　洋一　取締役副社長　荒武 弘美　

常務取締役 新槇 武次　常務取締役　浦野 敏男　取締役　高橋 等取 締 役

アミューズメント施設の運営事 業 内 容

488,500千円（発行済み株式数：7,410株）資 本 金

東京都目黒区（※平成16年4月に東京都渋谷区より移転）本 社 所 在 地

平成11年12月14日（平成16年7月9日上場）設 立

株式会社鉄人化計画　（TETSUJIN Inc.）社 名

（※従業員数は、平成17年3月末現在。なお、アルバイトの人員数は、平均人員数）
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2005/8期　中間決算ｻﾏﾘｰ

連結 2004/2前中間 2005/2中間実績 前年比％ 内容
売上高 1,948 2,119 108.8% 新店出店の遅れで、予算比△9％
売上原価 1,633 1,809 110.8%
売上総利益 314 310 98.7% 出店初期コスト増による原価率アップ
　　　売上総利益率（％） 16.1% 14.7% -
販管費 239 271 113.2% 開発人件費、設備費、その他の増加

販売管理費率（％） 12.3% 12.8% -
営業利益 75 39 52.4%
　　　営業利益率（％） 3.9% 1.9% -
営業外損益 -40 -11 27.5%
経常利益 34 27 81.1%
　　　経常利益率（％） 1.7% 1.3% -
当期利益 -4 7 -
EPS（中間当期利益/株数） - 1,023 - 7,410株で計算

（単位：百万円）　 前年(中間）　　　 公表予算　　　　　今期（中間）実績

売上高：　　　　1,948    　　　　2,331　　　　 　2,119　（予算比：△9.1％）

経常利益： 　34           　　　　32           　 　27  （予算比：△14.7％）

当期利益：　　　△4 　　　　　　　9 　　　 　　　7  （予算比： △20.7％） 　

（単位：百万円）　 前年(中間）　　　 公表予算　　　　　今期（中間）実績

売上高：　　　　1,948    　　　　2,331　　　　 　2,119　（予算比：△9.1％）

経常利益： 　34           　　　　32           　 　27  （予算比：△14.7％）

当期利益：　　　△4 　　　　　　　9 　　　 　　　7  （予算比： △20.7％） 　

～　上半期：売上未達分・開発コスト増加分を、ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝの効率化でカバー　～
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中間業績のﾎﾟｲﾝﾄ
売上高：

昨年後半の自然災害の影響によるｶﾗｵｹ既存店の不振

今期ｶﾗｵｹ新規出店6店舗の遅れ（中間期+3店舗）

既存店売上高；前年比△6％減（新規店含み：前年比+6.8％）

ﾋﾞﾘﾔｰﾄﾞ・ﾀﾞｰﾂ店、まんが喫茶（中間+1店舗）は好調に推移

既存店前年比：ﾋﾞﾘﾔｰﾄﾞ+15.6％、まんが+18.8％

売上総利益：
売上総利益率：前期中間16.2％、今期中間14.7％（△1.4ポイント）

新店出店に伴う主要コスト増要因：経費+126百万円（内分：賃料+56百万円、
リース料+9百万円、情報使用料+16百万円等）人件費+18百万円、材料原価+18百
万円

販管費：
販管費率：前期中間12.3％　　今期12.8％（売上が予算未達の為）

経常利益：
経常利益率：前期中間1.8％、今期1.3％

売上予算未達による売上総利益率低下、販管費率増加による
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当社の財務指標に見る特徴
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セグメント情報
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既存店四半期推移
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出店状況と設備投資金額
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ﾋﾞﾘﾔｰﾄﾞ・ﾀﾞｰﾂ

カラオケ

中間期設備投資金額中間期設備投資金額

（店）

新規出店・改装への設備投資：

　　　新店　543百万円　/　改装101百万

　　　新店準備　73百万円

　　　合計　717百万円

（資金調達：金融機関借入れ）

下期設備投資金額下期設備投資金額
まんが喫茶

→　複合カフェ

新規出店・改装への設備投資：

　　　ｶﾗｵｹ3店舗　/　複合ｶﾌｪ4店舗

　　　新店743百万円　改装80百万円

　　　合計　823百万円を計画

　　　（＊設備投資金額には、不動産コストを含む）
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システム開発状況と開発投資資金

中間期システム開発状況中間期システム開発状況

・簡単リモコン

・最新機種の入替＝5機種統合

（全メーカーコマンダーを最新機種に入替）

下期開発計画下期開発計画
総楽曲数20万曲超

センターシステム

採点BOX

リモコン
受光部

マルチ端末

リモコン-キーボード
信号変換器

A号室

採点BOX

リモコン
受光部

マルチ端末

リモコン-キーボード
信号変換器

Z号室

マシーンルームに設置された
すべての機種の楽曲を歌える

ＰＯＳ■フロント   システム

曲データサーバー

キッチンプリンターへ
注文送信

：マシーンルーム(例 6機種)

ルーム側

フード,ドリンク

オーダーシステム

機種A

機種B

機種C 機種F

機種E

機種D

マシーンルームに設置された
すべての機種の楽曲を歌える

総楽曲数20万曲超

センターシステム

採点BOX

リモコン
受光部

マルチ端末

リモコン-キーボード
信号変換器

A号室

採点BOX

リモコン
受光部

マルチ端末

リモコン-キーボード
信号変換器

Z号室

マシーンルームに設置された
すべての機種の楽曲を歌える

ＰＯＳ■フロント   システム

曲データサーバー

キッチンプリンターへ
注文送信

：マシーンルーム(例 6機種)

ルーム側

フード,ドリンク

オーダーシステム

機種A

機種B

機種C 機種F

機種E

機種D

マシーンルームに設置された
すべての機種の楽曲を歌える

資金調資金調

・ﾓﾊﾞｲﾙ対応の動画プリクラ

・インターネット商取引システム

・独自音源開発

・日本政策投資銀行保証付

　　　　　　無担保社債　2億円
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バランスシート・ＣＦ・設備投資状況

04/2中間 05/2中間 前年同期比％ 内容
流動資産 982 937 95.4%

現金・預金 741 711 95.9%  

売掛金 9 17 188.8%

たな卸資産 23 26 113.0%

その他 208 181 87.0%

固定資産 2,017 2,755 136.5%

有形固定資産 1,398 1,921 137.4% 4店舗出店

無形固定資産 43 46 106.9%

投資その他資産 575 787 136.8% 入居保証金増

資産合計 2,999 3,692 123.1%

流動負債 1,442 1,190 82.5%

短期・1年以内返済 742 525 70.7%

未払金・費用 377 416 110.3%

その他 323 250 77.3%

固定負債 977 1,387 141.9%

自己資本 579 1,114 193.7%

負債・資本合計 2,999 3,692 123.1%

自己資本比率％ 19.3% 30.2% -
ＢＰＳ　（円）中間 107,127 150,425 140.4% 7,410株で計算

04/2H 05/2H 増減

営業キャッシュフロー 3 90 87

投資キャッシュフロー ▲234 ▲869 ▲635
フリーキャッシュフロー ▲231 ▲779 ▲548

財務キャッシュフロー 226 622 395

設備投資 05/2中間

設備投資合計 717百万円

内訳　

ｶﾗｵｹ・まんが新店4店舗 543百万円

出店準備支出 　73百万円

店舗改装 101百万円

期中減価償却合計

▲140百万円（前中間▲
118百万円）

（単位：百万円）
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今期業績予想
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売上高 原価・ＳＧ＆Ａ・営業利益

営業利益

販管費（本部運営費ｺｽﾄ+業務委託費+研究開発費）

売上原価（材料費+店舗人件費+賃借料+水道高熱+設備（ﾘｰｽ・償却）費+出店費）

売上高（各店舗売上合計）

（単位：百万円）

売 上 高：　4,789百万円 （対前年比 ＋21.1％）

経常 利益：　　 245百万円 （対前年比 ＋15.5％）

当期 利益： 124百万円 （対前年比 ＋20.3％）

Ｅ Ｐ Ｓ ： 16,851.41円
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事業戦略
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基本ビジネス戦略

ﾕｰｻﾞｰｻｲﾄﾞに立った遊びの場を提供

ＩＴシステム機軸に店舗展開とバーチャル展開

独自開発の「鉄人システム」装備の自社直営店舗展開
鉄人システムは歌う楽しさを徹底追求し、且つ低ｺｽﾄｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ実現

豊富な楽曲、ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ性、音質・音響、ミミクリ性

独自音源開発（ｲﾝﾃﾞｨｰｽﾞ・ﾚｰﾍﾞﾙとの共同開発）

ｵﾘｼﾞﾅﾙ音源の投入

鉄人システムの外部向けレンタル事業の市場調査

マンガ喫茶の業態変更である複合カフェ展開の実施
上期1店舗出店、4月に他社より2店舗買収

ビジネスカフェの出店

カラオケ店のｾｰﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ機能の活用
店舗でのﾚｺｰﾄﾞ・その他商品のｾｰﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝﾌｨｰﾋﾞｼﾞﾈｽ

鉄人化のｲﾝﾀｰﾈｯﾄによるｱﾌｨﾘｴｲﾄ収益 大手ﾚｺｰﾄﾞﾒｰｶｰと協業
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２００５年８期　下半期の取組み（ｶﾗｵｹ事業）

既存事業：カラオケ事業
今期新規店5店舗出店にむけて残り1店舗

用地選定済み：今期末店舗数22店舗（ルーム数836）

– 来期以降の収益貢献

既存店活性化に向けたモバイル対応「動画ﾌﾟﾘｸﾗ」

カラオケ動画シーンのモバイル動画転送、ＤＶＤ販売

鉄人システムの外部向けレンタル事業開始

地方カラオケ店向け「鉄人システム」のレンタル・リース

キャッシュフロー事業として今後ストック利益貢献
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ＩＴ技術駆使の「鉄人システム」を中心とした3次元展開

総楽曲数20万曲超

センターシステム

採点BOX

リモコン
受光部

マルチ端末

リモコン-キーボード
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受光部

マルチ端末
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曲データサーバー
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すべての機種の楽曲を歌える

総楽曲数20万曲超

センターシステム

採点BOX

リモコン
受光部

マルチ端末

リモコン-キーボード
信号変換器

A号室

採点BOX

リモコン
受光部

マルチ端末

リモコン-キーボード
信号変換器

Z号室

マシーンルームに設置された
すべての機種の楽曲を歌える

ＰＯＳ■フロント   システム

曲データサーバー

キッチンプリンターへ
注文送信

：マシーンルーム(例 6機種)

ルーム側

フード,ドリンク
オーダーシステム

機種A

機種B

機種C 機種F

機種E

機種D

マシーンルームに設置された
すべての機種の楽曲を歌える

出
店
展
開

３年後50店舗

リアル店舗

　　ｶﾗｵｹ動画配信ｻｰﾋﾞｽ「動画ﾌﾟﾘｸﾗ」

ＤＶＤ店頭販売

ｺﾝﾃﾝﾂ
配信

システム
レンタル

全国の独立系ｶﾗｵｹ店舗

店舗

収益源　/　ブランド

ｾｰﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ

ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ
改善

レンタル

ｺﾐｭﾆﾃｨｰ　/　ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ

ｺﾝﾃﾝﾂ収益
　

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ・ﾓﾊﾞｲﾙ

「鉄人システム」

ITシステムからの3次元展開
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「カラオケの鉄人」のシステムの強み
ｵﾍﾟﾚｰﾀｰの視点からの当社独自開発によるカラオケシステムｵﾍﾟﾚｰﾀｰの視点からの当社独自開発によるカラオケシステム

お客様の来店動機お客様の来店動機 これに応える本質的サービスこれに応える本質的サービス

豊富な楽曲数豊富な楽曲数

優良な音質優良な音質

歌を楽しく歌うための付随的サービス歌を楽しく歌うための付随的サービス

コミュニケーションを深められる空間コミュニケーションを深められる空間

総楽曲数20万曲超

センターシステム

採点BOX

リモコン
受光部

マルチ端末

リモコン-キーボード
信号変換器

A号室

採点BOX

リモコン

受光部

マルチ端末

リモコン-キーボード

信号変換器

Z号室

マシーンルームに設置された
すべての機種の楽曲を歌える

ＰＯＳ■フロント   システム

曲データサーバー

キッチンプリンターへ
注文送信

：マシーンルーム(例 6機種)

ルーム側

フード,ドリンク
オーダーシステム

機種A

機種B

機種C 機種F

機種E

機種D

マシーンルームに設置された
すべての機種の楽曲を歌える

■2画面システム

■専用画面で飲食オーダー、多彩な楽曲検索等

■ハウリングの少ない優良な音質を提供

■動画による採点機能（同一基準で採点）

■曲履歴（採点付）をフロントでレシート上に出力

鉄人システム2号の特徴
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既存事業：ﾋﾞﾘﾔｰﾄﾞ・ﾀﾞｰﾂ、まんが喫茶
ﾋﾞﾘﾔｰﾄﾞ・ﾀﾞｰﾂ事業：

リアル店舗の物品販売とホームページ上での電子商取引
開始（６月にホームページリニューアル）

– キュー等のビリヤード用品、ダーツのネット販売（店舗と連動）

まんが喫茶については、新業態の「複合カフェ」の展開

まんが喫茶では入りにくいという広い顧客層に向けた「遊び・趣
味・ビジネス」を同時に可能とするスペース提供

２００５年８期　下半期の取組み（ﾋﾞﾘﾔｰﾄﾞ、まんが）

店舗でのﾌﾟﾚｰ
用品の購入 多様な用品の購入
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複合カフェ：アジールエッセ

アジールエッセのブランドコンセプト：

「ゆとりのあるブーススペース」と「遊びとビジネスニーズのコンテンツ」

遊びｺﾝﾃﾝﾂ：コミック誌、雑誌、ﾈｯﾄｹﾞｰﾑ、ＰＣ（ＴＶ）、ＣＳ放送、ﾊﾞﾝﾀﾞｲﾁｬﾈﾙ

ﾋﾞｼﾞﾈｽ向け：ｵﾌｨｽ系ｿﾌﾄｳｪｱ、ﾜｰｸｽﾍﾟｰｽ、ｺﾋﾟｰ・ﾌﾟﾘﾝﾀｰ、ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報誌

今期5店舗出店：高尾、戸越、方南町、千葉中央、札幌

ビジネスワークスペース

■　料金体系
　　　入会金￥100
　　　基本料金￥450/60分

　　　延長料金￥70/10分
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複合カフェの投資・収益モデル

高尾店のシミュレーション

顧客ﾀｰｹﾞｯﾄ；近隣住民、近隣大学生

店舗面積：126.6坪（48ﾌﾞｰｽ＝79人収容）　

設備投資：67百万円（約4年で資金回収）

保証金16.7百万円、内装・設備50.5百万円

ROI＝経常利益/投資＝約30％

-80
-60
-40
-20

0
20
40
60
80

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目

売上高

経常利益

投資回収

（単位：百万円）

5.5百万

1年　　2年　　3年　　4年　　5年

6.5百万

4.6百万

売上

損益分岐売上

月次損益ベース年間売上高/ 経常利益 / 投資回収
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中期的な次期都心型ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾝﾌﾟﾚｯｸｽ（複合）ｶﾌｪ

究極のスペース貸し：「ビジコン」のﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ化
ﾋﾞｼﾞﾈｽマン・OL・ＳＯＨＯ向け対象

情報機器、株価、専門雑誌の提供

カラオケ事業でのオペレーションノウハウの移入

地域ｵﾍﾟﾚｰﾀｰへの貸与（ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ・運営ﾉｳﾊｳ・ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ提供）

ﾛｰｹｼｮﾝに応じたｺﾝｾﾌﾟﾄ提供
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まとめ

ＩＴドメインの拡大：リアルとバーチャルの融合

（3次元展開：リアル店舗、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾓﾊﾞｲﾙ、ｼｽﾃﾑﾚﾝﾀﾙ）

リアル店舗の出店：

ｶﾗｵｹ→3年後、50店舗（+29店舗）

まんが複合カフェ（含む：ビジコン）の出店展開

ＩＴシステム開発（鉄人ｼｽﾃﾑ、ﾈｯﾄｺﾝﾃﾝﾂ配信、電子商取引）

リアル店舗とﾊﾞｰﾁｬﾙの融合

システムレンタルによるｷｬｯｼｭﾌﾛｰ収益

鉄人ｼｽﾃﾑのレンタル、ビジコンの運営ﾉｳﾊｳ・ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ貸与

カラオケ ﾋﾞﾘﾔｰﾄﾞ・ﾀﾞｰﾂ 既存まんが喫茶 複合カフェ
(店） (店） （店） （店）

2004/8期 17 5 3 0
2005/8期予定 22 5 3 5
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中期3ヵ年収益計画　（2005/8期～2007/8期）

前提条件：2007/8期　ｶﾗｵｹ事業　50店舗

ROE（2007/8期）：20％以上を達成！

2007/8期：売上高100億円以上

経常利益率10％以上
（ﾈｯﾄ・ﾓﾊﾞｲﾙ収益、複合ｶﾌｪ事業は見込まず）
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（単位：百万円）
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ＩＲのお問合せ

常務取締役　浦野敏男

ＴＥＬ：03-5773-9184  FAX:03-5773-9160

Mail : urano@tetsu-kara.co.jp

本資料は、2005年2月中間決算の業績に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発行する有価証券の投資を勧
誘することを目的としたものではありません。また、本資料は2005年2月末日現在のデータに基づいて作成されております。

本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正確性、完全性を保証し又は約束
するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。


